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“早く食べにおいでよ”（なくなっちゃいますよ‼）



現
況
調
査
ま
と
ま
る

乳
牛
総
頭
数
は
１
５
，２
２
２
頭

　

令
和
３
年
８
月
１
日
現
在
で
の
現
況
調
査
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
戸
数
・
頭
数

　

乳
牛
の
飼
養
戸
数
及
び
頭
数
は
表
１
の
と
お
り

１
８
４
戸
、
１
５
，２
２
２
頭
と
前
年
８
月
に
比

べ
戸
数
で
は
10
戸
、
頭
数
で
は
１
９
９
頭
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
品
種
別
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

は
１
３
，５
９
４
頭
（
１
５
９
頭
減
）
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
他
は
１
，６
２
８
頭
（
40
頭
減
）
で
し
た
。

　

飼
養
戸
数
の
内
訳
は
、
表
２
の
と
お
り
関
係
機

関
を
除
く
搾
乳
農
家
が
１
８
１
戸
、
育
成
農
家
４

戸
、
関
係
機
関
４
戸
で
す
。
ま
た
、
肉
用
牛
飼
養

農
家
は
35
戸
で
し
た
。

　

経
産
牛
頭
数
は
１
１
，１
６
９
頭
（
１
５
６
頭

減
）
育
成
牛
頭
数
は
４
，０
５
３
頭
（
43
頭
減
）。

１
戸
当
た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
80
・
５
頭
（
３
・

４
頭
増
）、
平
均
経
産
牛
頭
数
は
59
・
１
頭
（
２
・

５
頭
増
）。
育
成
牛
率
は
26
・
６
％
と
な
り
、
前

年
と
同
様
で
す
。

☆
各
地
区
の
飼
養
状
況

　

乳
牛
飼
養
総
頭
数
を
地
区
ご
と
に
見
る
と
（
表

１
）
南
支
所
で
は
、
西
大
寺
地
区
が
１
０
８
頭
減

少
、
備
南
地
区
が
１
０
７
頭
増
頭
、
び
ほ
く
地
区

が
54
頭
増
頭
。
津
山
支
所
で
は
、
勝
英
地
区
が
89

頭
減
少
、
津
山
地
区
が
１
３
３
頭
減
少
、
真
庭

地
区
が
30
頭
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
で
は

１
９
９
頭
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
育
成
牛
率
で
全
体
の
平
均
よ
り
高
い
地

区
は
西
大
寺
・
津
山
・
真
庭
・
び
ほ
く
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

☆
飼
養
頭
数
別
の
酪
農
家
戸
数

　

表
３
の
飼
養
頭
数
別
酪
農
家
戸
数
を
み
ま
す

と
30
頭
未
満
の
飼
養
農
家
は
65
戸
（
34
・
４
％
）、

30
頭
か
ら
49
頭
の
飼
養
農
家
は
40
戸
（
21
・
２
％
）、

50
頭
か
ら
79
頭
の
飼
養
農
家
は
45
戸
（
23
・
８
％
）、

80
頭
か
ら
１
４
９
頭
の
飼
養
農
家
は
25
戸
（
13
・

２
％
）、
１
５
０
頭
か
ら
４
９
９
頭
の
飼
養
農
家

は
11
戸
（
５
・
８
％
）、
５
０
０
頭
以
上
の
飼
養
農

家
３
戸
（
１
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
哺
育
素
牛
・
肥
育
・

和
牛
繁
殖
関
係
の
頭
数

　

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は

１
０
，６
２
３
頭
で
す
。
う
ち
哺
育
農
家
、
肥
育

農
家
、
和
牛
繁
殖
農
家
の
飼
養
す
る
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
・
Ｆ
１
・
和
牛
等
の
頭
数
は
９
，６
０
２
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
家
の
飼
養
す
る
和
牛
・
Ｆ
１
・
等

の
哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は

１
，０
２
１
頭
で
す
。

☆
飼
料
作
付
面
積

　

自
給
飼
料
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、
全
体
で

１
，６
０
６
ha
、
ス
ー
ダ
ン
・
ソ
ル
ゴ
ー
、
と
う

も
ろ
こ
し
、
そ
の
他
牧
草
の
順
で
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

乳牛頭数等取りまとめ表（表１）
令和３年８月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西 大 寺 備　　南 び ほ く 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

乳 牛 飼 養 戸 数
（対前年増減）

30 25 22 77 29 36 42 107 184
（−1） （−2） （−1） （−4） （−3） （−2） （−1） （−6） （−10）

乳 牛 総 頭 数
（対前年増減）

1,228 6,220 1,106 8,554 2,034 1,836 2,798 6,668 15,222
（−108） （107） （54） （53） （−89）（−133） （−30）（−252）（−199）

経 産 牛 頭 数
（対前年増減）

820 4,773 811 6,404 1,619 1,227 1,919 4,765 11,169
（−82） （−30） （43） （−69） （−29） （−81） （23） （−87）（−156）

経 産 牛 頭 数 の
占める割合（％） 7.3% 42.7% 7.3% 57.3% 14.5% 11.0% 17.2% 42.7%

経 産 牛 率（％） 66.8% 76.7% 73.3% 74.9% 79.6% 66.8% 68.6% 71.5% 73.4%

育 成 牛 率（％） 33.2% 23.3% 26.7% 25.1% 20.4% 33.2% 31.4% 28.5% 26.6%

ホルスタイン種 1,211 6,216 1,095 8,522 2,034 1,827 1,211 5,072 13,594

ジャージー種他 17 4 11 32 0 9 1,587 1,596 1,628

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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おからく現況調査総括表（表２）
令和３年８月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西大寺 備　南 びほく 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

酪 農 家 戸 数
搾乳農家 29 25 22 76 29 35 41 105 181
育成農家 1 1 1 1 1 3 4
合　　計 30 25 22 77 30 36 42 108 185

関係機関戸数
搾乳農家 1 1 1 1 2 3
育成農家 0 1 1 1
合　　計 1 0 0 1 0 1 2 3 4

酪 農 場 総 数
（乳牛飼養戸数）

搾乳農家 30 25 22 77 29 36 42 107 184
育成農家 1 1 1 1 2 4 5
合　　計 31 25 22 78 30 37 44 111 189

肉 用 牛 飼 養 農 家 戸 数 2 5 4 11 7 14 3 24 35
総農家戸数（関係機関を含む） 33 30 26 89 37 51 47 135 224

ホルスタイン
頭 数

６ヶ月未満 83 277 65 425 82 136 95 313 738
６〜24ヶ月 280 951 224 1,455 323 448 264 1,035 2,490
24ヶ月以上 848 4,988 806 6,642 1,629 1,243 852 3,724 10,366

合　計 1,211 6,216 1,095 8,522 2,034 1,827 1,211 5,072 13,594
うち経産牛頭数 811 4,769 800 6,380 1,619 1,222 819 3,660 10,040

ジャージー他
頭 数

６ヶ月未満 3 3 1 126 127 130
６〜24ヶ月 3 3 3 336 339 342
24ヶ月以上 11 4 11 26 5 1,125 1,130 1,156

合　計 17 4 11 32 0 9 1,587 1,596 1,628
うち経産牛頭数 9 4 11 24 5 1,100 1,105 1,129

乳 用 牛 総 飼 養 頭 数 1,228 6,220 1,106 8,554 2,034 1,836 2,798 6,668 15,222
経 産 牛 頭 数 820 4,773 811 6,404 1,619 1,227 1,919 4,765 11,169
乳用牛１戸当たり飼養頭数 39.6 248.8 50.3 109.7 67.8 49.6 63.6 60.1 80.5
乳用牛１戸当たり経産牛頭数 26.5 190.9 36.9 82.1 54.0 33.2 43.6 42.9 59.1

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。

地区別酪農家戸数（育成農家・関係機関を含む）（表３）
令和３年８月１日現在

支所・事務所 平均
年齢

飼 養 頭 数 別 酪 農 家 戸 数
1〜9 10〜19 20〜29 30〜39 40〜49 50〜59 60〜79 80〜99 100〜149 150〜249 250〜499 500〜999 1000〜 計

南
支
所

西大寺 小計 64 2 5 5 5 5 4 3 0 2 0 0 0 0 31
備　南 小計 55 1 3 3 0 3 1 3 1 4 2 1 2 1 25
びほく 小計 60 1 3 9 3 2 1 0 0 1 1 1 0 0 22
南支所　計 60 4 11 17 8 10 6 6 1 7 3 2 2 1 78

津
山
支
所

勝　英 小計 58 2 1 6 5 3 1 4 2 4 0 2 0 0 30
津　山 小計 60 3 4 6 6 1 6 5 2 3 1 0 0 0 37
真　庭 小計 55 2 4 5 3 4 9 8 1 5 3 0 0 0 44
津山支所　計 57 7 9 17 14 8 16 17 5 12 4 2 0 0 111
合　　計 58 11 20 34 22 18 22 23 6 19 7 4 2 1 189

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
10
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

上段：供卵牛（元系統）識別番号 牛群改良情報（2021.8月）
採卵

予定日中段：交配予定種雄牛 評価
種別 指数名 数値 ％

順位下段：改良の方向性

ＯＡＣ　パール　キング　パトリ　プリズム　ＥＴ
（プロミス）
1407270645

EBV

総合指数　　 2027 1

10／21

産乳成分　　 1691 2

交配予定♂：ハートジエンリー　リチヤード　チヤール　ＥＴ 耐久性成分　 204 16

パトリは高産乳成分であり、かつ低い乳房炎ス
コア、短い空胎日数などの管理形質に秀でる。
泌乳・脂肪量が高い、飼料効率が優れるＴＰＩ
全米１位のチャールを交配。「高産乳能力で飼
い易い牛」を！

疾病繁殖成分 132 7

乳代効果　　 89387 6

長命連産効果 − −

ＯＡＣ　ヒロイン　キングボーイ　ヒユツテ　ヒラリー　ＥＴ
（ヒラリー）
1378071166

EBV

総合指数　　 1934 2

10／21

産乳成分　　 1583 3

交配予定♂：パインツリー　バーリー　ＥＴ 耐久性成分　 272 9

ヒユツテは上のパトリと似て高産乳・体細胞スコアも低
い。パトリとの違いは乳器形状がより良く、より大人し
い点。今回は娘牛の妊娠率（ＤＰＲ）が非常に高く、後
継牛群の繁殖性の向上が見込めるバーリーを交配。「大人
しく目立たないけど、こっそり稼いでくれる牛」を期待。

疾病繁殖成分 79 21

乳代効果　　 110456 3

長命連産効果 − −

ＯＡＣ　エメラルド　ヨダー　エクシー　エボニー　ＥＴ
（エボニー）
1378071197

GEBV

総合指数　　 1596 4

10／21

産乳成分　　 1375 5

交配予定♂：パインツリー　バーリー　ＥＴ 耐久性成分　 209 16

エクシーは名牛エボニーの系統。この牛の特徴は乳量
は平均的だが脂肪量が圧倒的に多く、今回の牛の中で
はやや小さい部類。今回は繁殖性に優れるバーリーを
交配し、併せて乳頭配置も整えたい。「サイズ中庸で、
乳脂肪率改善のスペシャリスト牛」がご希望の方に！

疾病繁殖成分 12 52

乳代効果　　 30681 38

長命連産効果 68030 7

ＯＡＣ　オスピ　モーグル　オール　ブランデイー　ＥＴ
（ブランディ）

1407270638

GEBV

総合指数　　 1421 6

10／21

産乳成分　　 1108 11

交配予定♂：ウエストコースト　アルコーブ　ＥＴ 耐久性成分　 420 2

オールの泌乳形質はエクシーと似ており、乳量は平均的
だが、乳脂肪率が非常に高い。また特に乳器形状に優れ
たデーリィな牛。今回、ＬＰＩカナダ１位のアルコーブ
で、乳脂肪量を維持しつつ、泌乳量・繁殖性の改善を図
る。「デーリィかつ乳脂肪率改善のスペシャリスト牛」を。

疾病繁殖成分 −107 94

乳代効果　　 22735 44

長命連産効果 36053 29

※色は上位20％以内を示します。
※EBV：推定育種価、GEBV：EBV＋ゲノミック

　

10
月
の
採
卵
計
画

を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や

よ
り
詳
細
な
情
報
が

必
要
な
場
合
は
、
最

寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の

評
価
を
牛
群
検
定
成

績
か
ら
行
う
た
め
、

検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定

日
や
交
配
予
定
種
雄

牛
は
牛
の
体
調
・
受

胎
状
況
に
よ
り
、
急

遽
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

11
月
の
採
卵
は
25

日
㈭
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
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　高梁市の上森牧場が約２年間黄色ブドウ球菌（ＳＡ）による乳房炎対策を実施しました。
　今回はその取り組みについて、上森さんにお話ししていただきます。

乳質表彰おめでとうございます！２年前からは想像できないですね。
改善に取り組んだきっかけは何ですか？

具体的にどんなことに取り組んだのですか？

ラクトコーダーでミルカーの洗浄不良が
わかったんですね。

ずっとＳＡを減らしたいと思っていました。
新規感染牛の頭数が増えたのをきっかけに、本格的に対策に取り組み
ました。

主にミルカーの洗浄改善と搾乳手技の見直しです。

目で見ただけでは洗浄不良がわかりませんでしたが、
グラフで見ると一目瞭然でした。
ミルカーの台数に対し、水量が足りていなかったので、
洗浄槽を大きいものに変えました。

ＳＡ対策で乳質改善！（前編）
高梁家畜保健衛生所

ラクトコーダーによる洗浄確認 洗浄槽を変更
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バケットを自動洗浄していたんですね。

搾乳手技をどのように見直したのですか？

家保から「つける我慢！はずす勇気！」と説得されていましたね（笑）。

バケットが水を吸いすぎていたせ
いで、他のミルカーは水が不足し
ていました。バケットの形状が他
のミルカーと違うので、ライナー
の位置がバケットだけ洗浄槽の底
に近かったのです。
そこで洗浄ブリッジに細工をし
て、バケットの位置を少し上げて
やると、洗浄不良が改善されまし
た。

乳頭刺激からミルカー装着までのタイミングが早かったので、
60～90秒で装着するように改善しました。
さらにプレディッピング後、乳頭を手でもみ洗いする「変法ミ
ネソタ法」を取り入れました。
下ろしの悪い牛はマシンストリッピングをしていたのですが、
乳頭口が傷んで乳房炎になると聞いて中止しました。

洗浄不良の改善

搾乳手技の改善
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変
法
ミ
ネ
ソ
タ
法
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その結果どうなりましたか？

清拭用タオルを濡らしたものから乾いたものに変えたんですね。

乳の上がりが良くなりました。
以前はプレディッピング後に30秒のコンタクトタイムを取って
いましたが、その時間を利用してもみ洗いをすることでそれが乳
頭刺激になります。
マシンストリッピングを中止すると残乳で乳房炎になると思って
いたのですが、乳房炎にはなりませんでした。
しっかり乳頭刺激を行い、ミルカーを装着するタイミングを改善
したことで、むしろ今までより早く搾れるようになりました。

脱水したタオルで問題はなかったですか？

搾乳前にタオルを洗浄液に漬けて
絞って使っていましたが、洗浄液
を入れたバケツに手を入れてタオ
ルを取るので、洗浄液の菌数が
段々増えていくことがわかりまし
た。
そこで、洗濯後脱水したタオルを
直接使うように変更しました。

乳頭の汚れが落ちにくいのではと心配でしたが、
プレディップ液を使ってもみ洗いしているため、
そこまで気になりませんでした。
タオルを入れたバケツも軽くなり、搾乳作業工程
が一つ省略されたので、楽になりました。

清拭タオルの見直し

82021.9月号 2021.9月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



他にはどんなことを改善されたんですか？

トライスキャンでミルカー１台のクロー内圧が低いことが
わかりました。
脈動チューブ１本に穴が空いていたことが原因とわかった
ので、すぐに新品に交換しました。

通路に敷料の山を２～３箇所置いて、搾乳前に牛床に撒い
ていましたが、糞尿で汚れると指摘され、撤去しました。
通路が使えるようになったので搾乳ワゴンを作りました。
重い物を運ばなくて良くなり、清拭用タオルも床に直置き
しなくなったので衛生的に保てるようになりました。
もっと早く実践すれば良かったです（笑）。
敷料を撤去してから環境性の乳房炎が減りました。

ミルククロー内圧の変動を
トライスキャンで発見

通路の敷料を撤去

　上森さんはＳＡ対策として、ミルカーの洗浄不良と搾乳手技を改善しました。
　次号では、改善した結果どうなったかについてお聞きします。

（次号へ続く）

お知らせ
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下の共進会は全て中止となりまし
た。
　　・第19回津山支所乳牛共進会　　　　　・第17回びほく地区乳牛共進会
　　・第３回瀬戸内ホルスタイン共進会　　・第60回蒜山地区乳牛共進会
　　・第19回勝英地域畜産共進会　　　　　・第76回岡山県畜産共進会
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“
乳
牛
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
②
”

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

伊
藤　

湧
也

は
じ
め
に

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
初
秋
の
季
節
と
は
い
え
暑
い
日
が
続

き
ま
す
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
前
回
に
引
き
続
き
「
乳
牛
の

フ
ッ
ト
ケ
ア
」
と
題
し
、
蹄
の
問
題
に
つ

い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

前
回
は
削
蹄
の
必
要
性
、
蹄
の
構
造
、

現
場
で
使
わ
れ
て
い
る
跛
行
ス
コ
ア
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。
蹄
の
問
題

を
解
決
す
る
上
で
よ
り
早
く
跛
行
牛
を
見

つ
け
て
処
置
を
す
る
こ
と
が
、
経
済
損
失

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
重
要
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
行
っ
て
い
れ
ば
跛
行

牛
が
減
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
場

で
起
き
て
い
る
蹄
病
を
正
し
く
認
識
し
、

対
策
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回

は
現
場
で
実
際
に
起
き
て
い
る
蹄
病
に
つ

い
て
栄
養
管
理
を
含
め
た
お
話
を
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
少
し
の
間
お
付
き
合
い
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

感
染
性
で
は
な
い
蹄
病

　
（
出
典
：H

oard's D
airym

an,V
ol.159,

N
o.14,A

ug.25,2014

）

　

細
菌
感
染
を
伴
わ
な
い
蹄
の
角
質
に
お

け
る
外
傷
や
生
成
不
良
な
ど
が
起
因
し
て

発
生
す
る
蹄
病
を
指
し
ま
す
。
感
染
性
の

蹄
病
と
異
な
り
、
跛
行
ス
コ
ア
の
悪
化
に

伴
い
少
し
ず
つ
重
症
化
し
て
い
き
ま
す
。

趾
間
組
織
の
障
害
・
腫
れ
・
軽
度
か
ら
重

度
の
跛
行
が
特
徴
で
す
。
牛
床
を
常
に
清

潔
で
乾
燥
し
た
状
態
を
保
ち
、
適
切
な

フ
ッ
ト
バ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
や
感
染

を
広
げ
な
い
た
め
の
防
疫
が
対
策
と
な
り

ま
す
。

●
趾
間
フ
レ
グ
モ
ー
ネ
（
趾
間
腐
乱
）

　

趾
間
皮
膚
の
感
染
症
で
す
。
急
性
で
は

発
熱
（
39
・
５
℃
～
40
・
５
℃
）
が
見
ら

れ
ま
す
。
皮
膚
の
外
傷
や
擦
り
傷
か
ら
フ

ソ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
属
な
ど
の
細
菌
が
侵
入

し
感
染
し
ま
す
。
壊
死
と
炎
症
が
発
症
の

原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
趾
皮
膚
炎
（
Ｄ
Ｄ
）

　

鮮
や
か
な
赤
色
も
し
く
は
灰
色
を
し
た

円
形
の
皮
膚
の
爛
れ
で
、
後
肢
の
蹄
球
上

部
に
見
ら
れ
ま
す
。
不
衛
生
な
状
態
が
低

酸
素
環
境
を
発
生
さ
せ
、
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ

属
と
複
数
の
細
菌
と
の
混
合
感
染
が
原
因

こ
れ
ら
の
蹄
病
は
早
期
発
見
が
で
き
ず
治

療
が
遅
れ
た
場
合
、
治
癒
に
多
く
の
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
完
治
が
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
蹄
病
は
白
帯
病
、
蹄
底
潰

瘍
、
蹄
尖
潰
瘍
で
す
。
原
因
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
過
密
な
飼
養
環
境
、
滑
り
や

す
い
通
路
、
牛
床
デ
ザ
イ
ン
、
削
蹄
の
不

備
、
代
謝
障
害
、
栄
養
管
理
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
蹄
病
の
種
類
と
発
生
個
所
の

適
切
な
識
別
を
行
う
こ
と
が
農
場
に
お
け

る
発
生
原
因
を
特
定
し
対
策
す
る
上
で
重

要
で
す
。
例
え
ば
農
場
に
お
い
て
蹄
底
潰

瘍
の
発
生
が
多
い
場
合
、
牛
の
起
立
時
間

が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
や
削
蹄

の
不
備
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
暑
熱
期
に
は

横
臥
時
間
が
少
な
く
な
り
、
起
立
時
間
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
暑
熱
対

策
や
削
蹄
頻
度
を
高
め
る
こ
と
が
対
策
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

感
染
性
の
蹄
病

　
（
出
典
：H

oard's D
airym

an,V
ol.159,

N
o.14,A

ug.25,2014

）

　

先
述
し
た
白
帯
病
や
蹄
底
潰
瘍
の
よ
う

な
組
織
障
害
と
は
異
な
り
、
趾
間
部
、
蹄

玉
、
趾
間
溝
の
皮
膚
に
発
生
し
ま
す
。
代

表
的
な
蹄
病
は
趾
間
フ
レ
グ
モ
ー
ネ
（
趾

間
腐
乱
）、
趾
皮
膚
炎
（
Ｄ
Ｄ
）、
で
す
。

湿
潤
、
劣
悪
な
衛
生
環
境
状
態
に
お
い
て

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
牛
群
が
趾
皮
膚

炎
に
感
染
す
る
と
、
根
絶
は
難
し
い
で

す
。
症
状
に
気
づ
く
前
に
広
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
趾
皮
膚
炎
の
抑
制
に
は
子
牛
、

育
成
、
搾
乳
、
乾
乳
ま
で
の
総
合
的
な
予

防
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

蹄
の
管
理

　
（
出
典
：H

oard's D
airym

an,V
ol.159,

N
o.14,A

ug.25,2014

）

●
フ
ッ
ト
バ
ス

　

蹄
の
皮
膚
感
染
（
趾
間
フ
レ
グ
モ
ー

ネ
、
趾
皮
膚
炎
）
の
治
療
、
抑
制
、
予
防

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
感
染
性
で
な
い

蹄
病
の
場
合
は
、
限
ら
れ
た
効
果
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
フ
ッ
ト
バ
ス
は
清
潔

な
状
態
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
蹄
を

清
潔
に
し
、
消
毒
す
る
た
め
に
フ
ッ
ト
バ

ス
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
浴

図１　潰瘍病変（自己撮影）

図２　ウォークスルーフットバス
（YouTubeより引用）
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槽
の
前
に
予
備
浴
槽
を
活
用
す
る
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
真
水
や
中
性

洗
剤
を
加
え
た
水
を
使
用
し
ま
す
。
冬
季

の
氷
点
下
に
な
る
時
期
に
凍
結
防
止
目
的

で
塩
の
投
入
も
有
用
で
す
。

・
長
さ
２
・
７
ｍ
～
４
・
５
ｍ
×
幅
90
㎝

・
深
さ
15
㎝

・
容
積
約
３
８
０
ℓ
～
６
５
０
ℓ

・
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
フ
ッ
ト
バ
ス
を
推
奨

●
フ
ッ
ト
バ
ス
溶
液

・
５
％
硫
酸
銅

最
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
糞
な
ど
の
有
機
物
に
よ
っ
て
急
速

に
中
性
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

・
５
％
硫
酸
亜
鉛

　

趾
間
腐
乱
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
３
︱
５
％
ホ
ル
マ
リ
ン

皮
膚
へ
の
接
触
や
吸
引
す
る
と
有
毒
で

す
の
で
作
業
者
の
安
全
性
が
問
題
と
な

り
ま
す
。
温
度
が
18
℃
以
下
に
な
る
と

効
果
が
低
下
し
ま
す
。
有
機
物
の
影
響

を
受
け
な
い
の
で
、
長
時
間
利
用
で
き

ま
す
。

　

何
頭
の
牛
が
フ
ッ
ト
バ
ス
を
通
過
で
き

る
か
は
蹄
の
衛
生
状
態
に
よ
り
ま
す
。

フ
ッ
ト
バ
ス
が
蹄
病
の
処
置
・
抑
制
の
目

的
で
あ
れ
ば
継
続
使
用
、
予
防
が
目
的
で

あ
れ
ば
週
に
２
～
３
回
は
使
用
し
た
方
が

良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
栄
養
管
理

　

移
行
期
管
理
が
跛
行
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
の
で
代
謝
障
害
を
最
小
限
に
留
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー

シ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
代
謝
性
ア
シ
ド
ー
シ

ス
に
な
り
血
液
の
酸
素
運
搬
能
力
が
低
下

し
ま
す
。
蹄
の
末
梢
血
管
と
い
っ
た
体
で

最
も
遠
い
部
位
が
影
響
し
ま
す
の
で
う
っ

血
や
痛
み
、
蹄
角
質
組
織
障
害
が
起
こ
り

ま
す
。
ま
た
、
起
立
時
間
や
体
脂
肪
動
員

に
も
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
蹄
は
伸

び
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
日
頃

か
ら
適
切
な
栄
養
管
理
が
必
要
で
す
。
今

回
は
蹄
の
角
質
形
成
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

・
蹄
の
健
康
を
改
善
す
る
ミ
ネ
ラ
ル

亜
鉛
（
Zn
）

　

３
０
０
種
の
酵
素
主
要
成
分
で
、
ケ

ラ
チ
ン
合
成
お
よ
び
上
皮
の
維
持
を

促
し
ま
す
。
ま
た
、
有
機
亜
鉛
は
蹄

の
硬
度
を
高
め
ま
す
。

銅
（
Cu
）

　

腱
な
ど
の
弾
性
組
織
の
合
成
・
維
持

に
必
要
で
す
。
ま
た
、
蹄
の
硬
度
を

高
め
る
チ
オ
ー
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
の

生
成
に
有
用
で
す
。

マ
ン
ガ
ン
（
Mn
）

　

骨
密
度
と
関
節
構
造
を
向
上
さ
せ
ま

す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ca
）
と
リ
ン
（
P
）

　

骨
の
形
成
と
骨
格
の
安
定
性
に
必
要

で
す
。

ビ
オ
チ
ン

　

15
㎎
～
20
㎎
の
給
与
で
蹄
の
健
康
性

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
第
20
回
通
常
総
会
開
催

　

７
月
28
日
、岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟（
委

員
長　

三
宅　

穣
次
）
は
第
20
回
通
常
総

会
を
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大
ホ
ー

ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
20
回
通
常
総
会
も
昨
年
に
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止
対
策
に
よ
り
、
代

議
員
の
書
面
議
決
書
に
よ
る
総
会
と
い
た

し
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
三
宅
委
員
長

は
、
冒
頭
挨
拶
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
対
策
で
の
書
面
議
決
で
の
総
会
と
な
っ

た
経
緯
及
び
令
和
２
年
度
活
動
の
総
括
、

ご
来
賓
に
つ
い
て
も
ご
列
席
を
ご
辞
退
い

た
だ
い
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
議
案
に
つ
い
て
出
席
者
及

び
議
決
書
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
運
動
報

告
並
び
に
収
支
決
算
の
件
、
令
和
３
年
度

運
動
方
針
と
収
支
予
算
案
の
件
、
会
費
賦

課
徴
収
の
件
、
役
員
手
当
支
給
に
関
す
る

件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議

が
向
上
し
、
跛
行
の
発
生
が
低
下
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
穀
類

が
多
い
飼
料
で
は
微
生
物
に
よ
る
ビ

オ
チ
ン
生
産
が
減
少
し
ま
す
。
た
だ

し
、
ビ
オ
チ
ン
給
与
に
よ
る
蹄
の
反

応
は
6
ヶ
月
～
1
年
と
長
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
や
は
り
日
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
重
要
で
す
。

　
（H

oard's D
airym

an,V
ol.161,N

o.
16,Sep.25,2016

）

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

・
指
定
団
体
制
度
機
能
・
役
割
の
維
持
と

酪
農
生
産
基
盤
の
回
復
対
策
を
強
化
し

よ
う

・
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
更
な
る
充

実
を
図
ろ
う

・
生
乳
の
増
産
と
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費

拡
大
と
理
解
醸
成
を
図
ろ
う

・
自
給
飼
料
生
産
を
拡
大
し
コ
ス
ト
低
減

を
図
ろ
う

・
県
内
後
継
牛
を
確
保
し
経
営
安
定
を
図

ろ
う

　

今
後
、
会
員
皆
様
の
貴
重
な
意
見
、
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
国
、
県
に
要
請
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
協
力
願
い
ま
す
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

事
務
局
）

お
わ
り
に

　

今
回
は
現
場
で
起
き
て
い
る
蹄
病
に
つ

い
て
簡
単
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

栄
養
管
理
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
全
酪
連
職
員

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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●

●

●

ひ

ろ

ば

奈義町（現代美術館と那岐山）

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

奈
義
町
の
横
山
譲
と
申
し
ま
す
。
現

在
、
奈
義
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
酪
農
へ
の
就
農
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

奈
義
町
に
来
る
経
緯
と
し
て
は
、
北

里
大
学
で
畜
産
を
学
び
、
青
森
県
庁
に

就
職
し
て
畜
産
業
へ
の
支
援
等
を
行
っ

た
経
験
か
ら
次
第
に
自
分
で
酪
農
を
経

営
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
就

農
方
法
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
奈
義

町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
就
農

を
目
指
す
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
知
り

す
ぐ
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
飼
育
頭

数
や
和
牛
の
肥
育
成
績
な
ど
全
国
的
に

も
評
価
さ
れ
て
お
り
、
牛
飼
い
と
し
て

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
い
る
県
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

奈
義
町
で
は
子
育
て
支
援
も
充
実
し

て
い
る
こ
と
か
ら
安
定
し
た
子
育
て
を

し
な
が
ら
、
就
農
に
向
け
た
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
に
令
和
３
年
４
月
に
来
て
、

４
ヶ
月
と
い
う
短
い
間
で
す
が
、
複
数

の
酪
農
家
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
研
修
に
入

ら
せ
て
も
ら
い
、
飼
育
管
理
技
術
や
経

営
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
を
勉
強
し
た
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
酪
農
家
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
研
修
に
入
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
で
は
酪
農
家
が
令
和
２

年
か
ら
令
和
３
年
の
間
で
全
国
で
約

５
千
戸
が
離
農
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状

況
に
あ
り
、
今
後
も
高
齢
化
が
進
む
に

つ
れ
て
、
離
農
戸
数
は
増
加
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

酪
農
戸
数
が
増
え
な
い
要
因
の
一
つ

と
し
て
新
規
参
入
の
難
し
さ
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
全
体
の
新
規
就
農
者
は
５
３
，

７
４
０
人
、
そ
の
う
ち
新
規
参
入
者
は

３
，５
８
０
人
と
低
く
、
新
規
参
入
者

が
全
体
の
約
７
％
に
留
ま
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

　

農
業
全
体
で
新
規
参
入
が
難
し
い
状

況
の
中
で
酪
農
は
さ
ら
に
施
設
や
機

械
、
土
地
に
大
き
な
投
資
が
必
要
と
な

る
た
め
、
よ
り
新
規
参
入
は
困
難
な
業

界
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
規
就
農
者
を
増
や
し
酪
農

家
の
離
農
戸
数
を
減
ら
す
に
は
、
新
規

参
入
を
目
指
す
新
規
就
農
者
へ
の
経
営

継
承
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
も
ど
の
よ
う
な
方
法
で

就
農
す
る
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
解
決
方
法
の
一
つ
が
経
営
継
承
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
状
況
や
酪
農
家
さ
ん
の
考

え
を
勉
強
し
、
経
営
継
承
で
き
る
牧
場

等
探
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

非
農
家
出
身
の
私
が
就
農
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
地
域
と
し
て
も
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
り
、
酪
農
へ
の
就
農
を
考

え
る
人
が
増
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動

は
３
年
と
い
う
期
限
付
き
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

酪
農
家
へ
の
就
農
と
い
う

就
職
活
動

奈
義
町　

横
山　
　

譲
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事

報

理

会

告

　

令
和
３
年
７
月
30
日
、
第
２
４
８
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

  
長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
３
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
３
年
度
６
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
鏡
野
Ｃ
Ｓ
生
乳
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新

に
つ
い
て

　

鏡
野
Ｃ
Ｓ
生
乳
管
理
シ
ス
テ
ム
の
老
朽

化
に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
更
新
を
行
う
こ
と

を
承
認
し
た
。

○
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
つ
い
て

　

会
計
ソ
フ
ト
の
保
守
が
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
電
子
申
告
に
対
応
し
た
シ
ス
テ

ム
更
新
を
行
う
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
規
約
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

月
間
出
役
計
画
の
利
用
規
約
の
う
ち
変

更
・
キ
ャ
ン
セ
ル
の
事
項
を
追
加
す
る
こ

と
に
つ
い
て
協
議
し
、改
正
を
決
定
し
た
。

○
報
告
事
項

　

衛
生
管
理
基
準
対
策
、
生
乳
出
荷
に
お

け
る
異
物
混
入
等
の
注
意
喚
起
、
資
産
査

定
総
括
表
、
第
１
四
半
期
苦
情
等
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

調理のようす

加
茂
料
理
教
室

味
で
す
。「
焼
き
バ
ナ
ナ
の
テ
ィ
ラ
ミ
ス

風
」
は
、半
量
の
バ
ナ
ナ
は
潰
し
て
牛
乳
・

砂
糖
・
レ
モ
ン
汁
で
調
味
し
、
半
量
は
ス

ラ
イ
ス
し
て
バ
タ
ー
で
焼
き
ま
す
。
器
に

焼
い
た
バ
ナ
ナ
を
入
れ
、
潰
し
て
調
味
し

た
バ
ナ
ナ
液
を
流
し
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
冷

や
せ
ば
出
来
上
が
り
。（
蛇
足
で
す
が
、

長
時
間
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
も
固
ま
り
ま

せ
ん
…
）

　

カ
レ
ー
の
野
菜
は
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て

し
ま
う
の
で
、「
こ
れ
な
ら
野
菜
嫌
い
で

も
食
べ
ら
れ
そ
う
」「
短
時
間
で
調
理
で

　

７
月
29
日
、「
ふ
れ
あ
い
料
理
倶
楽
部
」

の
方
を
対
象
に
、
牛
乳
を
使
っ
た
料
理
教

室
を
津
山
市
加
茂
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
料
理
倶
楽
部
は
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
、
料
理
作
り
を
通
し
て
自
身
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
互
い

き
て
、
火
も
あ
ま
り
使
わ
な
い
か
ら
暑
い

時
期
で
も
作
り
や
す
い
」
と
好
評
で
し

た
。
今
回
は
そ
の
場
で
試
食
せ
ず
、
持
ち

帰
り
い
た
だ
い
た
の
で
、
食
べ
た
感
想
は

お
聞
き
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
バ
ナ

ナ
を
焼
く
な
ん
て
初
め
て
。
い
つ
も
そ
の

ま
ま
食
べ
て
い
た
か
ら
ど
ん
な
味
か
楽
し

み
」
と
い
っ
た
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
牛

乳
の
消
費
拡
大
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
生
乳
課
）

に
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
月
１

回
開
催
さ
れ
、
毎
年
こ
の
時
期
に
講
師
依

頼
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
津
山
地
区
酪

農
女
性
部
の
方
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
暑
い
中
で
も
短

時
間
で
調
理
で
き
、
食
欲
も
わ
く
「
簡

単
！
時
短
カ
レ
ー
」「
夏
野
菜
の
サ
ラ
ダ

（
和
風
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
）」「
焼
き
バ
ナ
ナ

の
テ
ィ
ラ
ミ
ス
風
」
の
３
品
を
作
り
ま
し

た
。「
簡
単
！
時
短
カ
レ
ー
」
は
、カ
レ
ー

作
り
の
材
料
と
な
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
玉
ね

ぎ
・
に
ん
じ
ん
を
適
当
な
大
き
さ
に
切
り

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
滑
ら
か
な
状
態
に
し
、

合
い
び
き
肉
を
炒
め
た
鍋
に
入
れ
、
牛
乳

と
カ
レ
ー
粉
な
ど
の
調
味
料
を
加
え
ひ
と

煮
立
ち
さ
せ
た
ら
完
成
で
す
。「
和
風
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
」
は
、
味
噌
と
酢
な
ど
の
調

味
料
と
牛
乳
を
合
わ
せ
ま
す
。
サ
ラ
ダ

は
、
夏
野
菜
の
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
・
オ

ク
ラ
・
レ
タ
ス
に
し
ま
し
た
。
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
は
焼
き
ナ
ス
な
ど
に
も
合
い
そ
う
な

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
津
山
市　

中
尾
由
美
子
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）

お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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生乳販売量（令和３年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和３年度）生乳販売量（令和２年度） 購買取扱数量（令和２年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
5，0００

5，５００

6，0００

6，５００

７，0００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

７

７
４～７

４～７
７

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６０４,３１０
２,４５７,３９７

７,８７４
３３,４５２
３５１,１４６

,

３１０,８３４
１,２５４,８４９

７,７２０
３１,９２１
７６,８２３

１４３,１１２
６２２,６３９

７６
１,１３７

１２８,５９７

１５０,３６４
５７９,９０３

７８
３９４

１４５,７２６

101.2 
101.6 
96.3 
98.7 
102.3 

93.0 
99.4 
96.4 
98.4 
80.3 

116.1 
102.8 
85.4 
109.2 
114.4 

107.5 
105.3 
94.0 
100.5 
107.8 

5,773

5,6437,876

8,205

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
北
海
道
で
は

猛
暑
・
干
ば
つ
、
都
府
県
で
は
多
雨
と
対
照
的
な
悪
天
候
と
な
り
、
平
均
価
格
は
税
込

65
万
８
千
円
（
前
月
比
１
万
９
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
つ
い
て
は
、
秋
分
娩
の
取
引
と
な
り
出
回
り
頭
数
は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
長
期
化
に
よ
り
導
入
需
要
に
は
様
子
見
感
が
漂

い
、
相
場
は
弱
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

９月の主な行事
24日　管理職会議

30日　理事会

国民の祝日の移動に伴う
組合業務のお知らせ

　10月11日㈪は、通常業務といたします。
（スポーツの日が７月23日に変更したた
め）

　

先
月
（
８
月
号
）
に
続
き
、
令

和
２
年
度
び
な
ん
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
事
業
の
優
秀
賞
（
笠
岡
市
、

イ
ー
ス
ト
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
・
デ
ー

リ
ィ
出
展
）
作
品
で
す
。

　

餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
負
け
な

い
若
す
ぎ
る
丁
寧
な
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

と“
同
一
目
線
”で
の
呼
び
か
け
、

ま
さ
に
家
族
型
経
営
の
微
笑
ま
し

い
一
幕
で
す
。

表
紙
の
紹
介
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